
地域共生策の実施に係る基金の造成について

【考え方の整理】
基金の設置に関して、自治体に設置するか、自治体以外に設置するかという

違いはあっても、公平性、公正性、透明性の確保は必須である。
一方で、事務処理が煩雑だったり、処理に時間がかかりすぎれば使い勝手が

悪くなり、不都合が生じることも考えられ効率性が阻害される。そのあたりの
バランスが取れるような体制としたい。

公平性・公正性・透明性
の確保

効率性
使い勝手の良さ
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◆基金設置について
なお、基金は町に設置することを前提に今後検討していく。
先行する他海域の設置状況をみると、自治体以外に基金を設置している事例は少ない。

（自治体で基金を設置し、そこから基金事業を行う団体等に対し、補助金として交付して
いるケースが多い）
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遊佐町
【洋上風力振興基金】

発電事業者

事業実施団体

海面漁業振興補助金

事業実施団体

事業実施団体

地域振興補助金
内水面漁業補助金

①出捐金

②補助金
②補助金②補助金

事業者からの出捐金は、いったん町で全額受ける

町は基金事業実施団体か
らの申請に基づき、補助
金として交付する

補助金（事業費）の管理は各団体が責任を
持って行う
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【基金（出捐金）の流れについて】 注意！ この資料内の基金や団体名称な
どはあくまで仮のものです
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遊佐町

事業実施団体 事業実施団体事業実施団体

法定協議会

遊佐町沖洋上風力発電基金協議会

事業計画・報告、
予算要求など

事業計画・報告、
予算要求など

事業計画・報告、
予算要求など

事業計画・報告、
予算要求など事業計画・報告 助言など 補助金内示

補助金配当 補助金配当補助金配当
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【基金事業の運営・検討について】
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町に基金を設置するために条例の制定等の作業が必要なので、事業者を含め基
金の出捐方法について協議したうえで、法定協議会への報告も考慮し、令和７
年度中に設置する方向で考えている。
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・基金の使途の透明性などを担保するために、事業実施団体における事務局体
制や監査体制をしっかり整えることが重要。

・基金協議会の持ち方、体制に関しても今後事業者も含め検討していく。
（任意団体・協議会で良いか、法人化する必要があるかなど）

・基金事業は、「協議会意見取りまとめ（R5.3.29）」にあるとおり、発電事業
者と地元の「共存共栄」の達成のために“協調策”に取組み、“振興策”を展開して
いく考えに基づき、発電事業者と地元が一体となって取り組んでいくものであ
るので、より一層の関係者間の合意が大切である。

【基金設置時期について】

【今後の課題・検討事項など】


